
蒸気用減圧弁

ダイヤフラム式/ 2.0MPa 
特許出願中

独自構造で安定作動　

ハイスペック で大流量

高品質の純日本製
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Pr o d u c t  in t r o d u c t io n

独自構造のステム・ ステムガイド を 採用し 、

パワフ ルかつ精密な圧力制御を 実現。

高い性能で、 小流量から 大流量まで対応し ます。

生産性の向上や品質の安定化を図るため、

高性能減圧弁へのニーズは世界中で高まっ ています。

RP-7 0 型蒸気用減圧弁は部品製作から 組立まで、

全ての工程を品質の高い日本の技術にこ だわり まし た。

ステム・ ステムガイ ド を独自の構造にするこ と で

高い圧力制御性を実現。

流量が多い場合にも 圧力降下（ オフ セット ）が小さ く 、

蒸気による温度管理が必要な機器・ 装置に適し ています。

蒸気用減圧弁

世 界 に 誇 る 高 品 質 の 純 日 本 製

ステム・ ステムガイ ドFeature-2

ダイ ヤフ ラ ムFeature-1

外部検出方式Feature-3

フ ィ ルタ ーFeature-4
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R P -7 0 型はダイ ヤフ ラ ム式を 採用。

従来品に比べて大流量を 誇り ます。

 

R P-7 0 型は大流量の用途に対応する ハイ ス ペッ ク モ デルで、

高い圧力制御性を 持っ ています。

ス テ ム・ ステ ムガイ ド に独自構造を 採用し 、 流量特性を 最大

限に引き 出すダイ ヤフ ラ ムを 活用し て 従来の減圧弁と 比べオ

フ セッ ト は小さ く 、 かつ大流量を 実現し ま し た。 大量の蒸気

を 使っ て圧力制御、 温度管理をする 用途に適し ています。

大流量の用途でも

安定制御1
Feature

独自構造のステム・ ステムガイ ド を 採用

作動の安定性がアッ プし まし た。

圧力制御の安定性を 高める にはダイ ヤフ ラ ム上部への蒸気

の吹き 込みを 軽減し 、 ダイ ヤフ ラ ム上下の圧力を 安定さ せ

る 必要があり ます。 RP -7 0 型はステム・ ステムガイ ド を 独

自構造にする こ と で、 作動の安定性を 向上さ せまし た。

特許出願中の
独自構造

本体を 分解する こ と な く 、 外部よ り フ ィ ルタ ーを

取り 外すこ と で簡単に異物を 取り 除けます。

パイ ロッ ト 部へのスケール流入を 防ぐ ため、フ ィ ルタ ーを内蔵。

メ ン テ ナン スする 際は R P-7 0 型本体を 分解する こ と なく 、

外部よ り フ ィ ルタ ーを 取り 外すこ と で異物の除去が可能に

なり メ ン テ ナン ス時間も 短縮でき ま す。 不具合の発生時な

ど、 点検確認の時間を 大幅に削減でき ます。

メ ンテナンスがし やすい

外部点検式フィ ルタ ー3
Feature

二次側圧力を 外部よ り 検出する こ と で、

必要な圧力を 正確に制御し ます。 

R P-7 0 型は外部検出方式を 採用し ています。

蒸気を 使用する 機器の直近から 圧力を 検出する こ と によ り 配

管抵抗など の影響を 受けにく く 、 機器直近の圧力変動を 検知

し 高精度な圧力制御が可能です。

4
Feature優れた制御性を誇る

外部検出方式

2
Feature

二次側の流量変動に対し ても 設定圧力の1 0 ％以内で安定し た制御を実現。

他社同等品比でも 優れた制御性。

蒸気の流れイメ ージ
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●オフ セッ ト
一次側圧力を一定に保持し た状態で流量を 最小調整可能流量から 減圧弁の定格流量まで、

漸次増加さ せた場合、 変化する二次側圧力と 設定圧力と の差

■大流量でも 安定作動

界 に 誇 る 高 品 質 の 純 日 本 製

ダイ ヤフ ラ ム ステム・ステムガイド

外部検出方式 フ ィ ルタ ー
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従来の減圧弁の構造を見直し

改良を重ねて誕生し た R P -7 0 型。

大流量でも 高い圧力制御性を

実現し まし た。

構 造 解 説

蒸気用減圧弁

作動用導管

ステムガイド

●

1 外部検出用継手

キャ ッ プ

2 フィ ルタ ー

5
パ
イ
ロ
ッ
ト
部

本
体
部

●

●

4 メ インダイヤフラ ム ●

3 ステム　 　 ●

●

独自

構造

●
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Mechanical Structure

他社比でオフ セッ ト が小さ いため、 使用流量が多く 、 蒸気を使っ て圧力制御、 温度管理をする用途に適し ています。

RP-7 0 型は外部検出方式のため、 二次側圧力の外部検出用継手が付いています。 外部検出方式

は、 蒸気を 使用する機器直近の圧力を 検出するこ と から、 本体内部から 圧力を 検出する内部検

出方式より も 安定し た圧力制御を行う こ と ができ ます。

また、 配管条件の影響を受けにく いため温度管理が必要な機器に適し ています。

1 　 外部検出用継手　 　

■その他■ゴム

●オート ク レーブ

●プレ ート ヒ ータ ー

●ジャ ケッ ト 釜

●回転釜

●洗浄・ 殺菌

●プレ ス機

●ド ラ イ ヤー

●熱板プレ ス

●モールド プレ ス

●加硫缶

●リ ネン

●建材

●ケミ カ ル

●製紙

●繊維

■食品

R P -7 0 の用途
Uses

Food Rubber Ot her

RP-7 0 型のパイ ロッ ト 部は優れた実績を 持つ独自の構造を 継

承。 メ イ ン ダイ ヤフ ラ ムに送る 圧力を 制御し 主弁の開度を 調

整し ます。

5 　 パイ ロ ッ ト 部

フ ィ ルタ ーのスク リ ーンには10 0 メ ッ シュ を 採用し 、 細かな異物も 除去し ます。 メ ンテナンス

の際は本体を 分解するこ と なく 、 外部より フ ィ ルタ ーを 外すこ と で異物の除去が可能です。

メ ン テ ナン ス 時間を 短縮で き 、 不具合が生じ た場合な ど 点検確認の時間を 大幅に削減で き

ま す。

2 　 フ ィ ルタ ー

ステンレ ス製のダイ ヤフ ラ ムを 2 枚重ねて耐久性が向上。

ピ スト ン 式と 比べてダイ ヤフ ラ ム式は摺動部が少ないため、 長

時間稼働し ない場合でも 固着リ スク を 低減し ます。

4 　 メ イ ン ダイ ヤフ ラ ム

ステム・ ステムガイ ド に独自構造を 採用する こ と で 、 圧力制御の安定性を 飛躍的に向上さ せ

まし た。

3 　 ステム・ ステムガイ ド 特許出願中
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RP-70 
PRODUC T 
DATA

２ .０  ＭＰａ 以下 

蒸 気 

２ ０：１

０ ．０５ ＭＰａ

０ .０ ２ ＭＰａ 以下 

二次側設定圧力の１０ ％

（ 最小値０ ．０ ２ ＭＰａ ） 

定格流量の０ .０ ５  ％以下 

定格流量の５ ％ 

Ｌ： ０ .０ ３ ～０ ．８ ＭＰａ  

Ｈ： ０ ．８ ～１．４ ＭＰａ  

ＲＰ ７ ０ －Ｌ Ｌ 　 　 ＲＰ ７ ０ －Ｌ Ｈ  

１５ ～５ ０  

製品記号

呼び径

適用流体

一次側圧力 

最小調整可能流量 

２ ２ ０ ℃以下 流体温度

二次側調整圧力範囲 

最大減圧比 

弁前後の最小差圧 

締切昇圧

オフ セット

許容漏洩量

注1： ＪＩ Ｓ １０ Ｋ 、１６ Ｋ  R Fフラ ンジも 製作し ています。

注2 ： 一部部品に銅系材料を 使用し ています。

ＦＣＤ

ＳＵＳ  

ＳＵＳ  

本体

ダイ ヤフ ラ ム 

材

質

水平配管に正立取付取付姿勢

ＪＩ Ｓ  ２０Ｋ ＲＦ フランジ 注1  

本体耐圧試験 水圧にてフ ラ ン ジ呼び圧力の１.５ 倍

端接続

■仕　様 ■呼び径選定線図

■寸法表

呼び径 L

1 5

2 0

2 5

3 2

4 0

5 0

質量(kg )

1 6

1 6

2 2

2 5

2 7

3 8

A

2 0 0

2 0 0

2 2 6

2 2 6

2 2 6

2 7 6

H 1

2 2 2

2 2 2

2 2 9

2 4 2

2 5 3

2 4 2

H 2

1 6 6

1 6 6

1 8 0

1 9 0

1 9 4

2 1 3

14 6

14 6

1 5 6

17 6

19 6

2 2 2

注： 呼び径により 構造が多少異なり ます。

■外観図

L

ΦA

H
1

H
2

図表の使い方

一 次 側 圧 力 1.0 M P a 、二 次 側 圧 力

0 .6 M P a 、飽和蒸気圧力1 0 0 0 kg /h

の条件における呼び径を 求めます。

一 次 側 圧 力1 .0 M P a と 二 次 側 圧 力

0 .6 M P aと の交点Aを求めます。

A点より垂直にたどって流量1 0 0 0 kg /h

と の交点Bを求めます。B点は呼び径2 0

と 2 5 の間にありますから 大きい方の呼

び径2 5 を選定します。

同様条件で 温度2 1 0 ℃の場合は、A 点

より 垂直にたどっ た線と 飽和蒸気線と

の交点 C を 求め、C 点より 温度2 1 0 ℃

の線上に平行移動し てD 点を求めます。

D 点より 垂直にたどって流量10 0 0 kg /h

と の交点E を 求めます。 E 点は呼び径

2 0 と 2 5 の間にあり ますから 大き い方

の呼び径2 5 を選定します。
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呼び径選定上のポイ ント

1 .呼び径選定に は上記の選定図表を 使用し て く だ さ

い。 呼び径には圧力損失、 熱損失など を 考慮し 、 1 0 ～ 

2 0 ％の流量の余裕を も た せて く だ さ い。 特に減圧

比の大き い場合や設定圧力が 0 .1 M P a 以下の場合は

余裕を 十分にと っ てく ださ い。

2 .減圧弁が小さ すぎ る と 流量が流れな いこ と はも ち ろ

んで すが、 必要以上に大き 過ぎ ても ハン チン グや息

つき 現象を 起こ し たり 異常摩耗の原因と なり ます。

　 ま た 、 減圧弁の最小調整可能流量は、 定格流量の 

5 ％で すので 、 こ れ以下の流量で 使用する よ う な 呼

び径選定は避けてく ださ い。

　 夏場と 冬場な ど で 流量が極端に変化する 場合には、

大小 2  台の減圧弁を 取り 付け、 その時々に応じ て切

換えて使用するこ と を おすすめし ます。

3 . 減圧弁前後の配管径は、 流体の標準流速を 考慮し て

決定し てく ださ い。

　 　配管径が小さ く 、 流速が速すぎ る と 、 管内の圧力損

失が過大にな っ たり 管の摩耗、 振動が発生する 場合

があり ます。

注2

(mm)

（ 例）

飽和蒸気（ 0 .2 ～0 .5 M P a）

飽和蒸気（ 0 .5 ～1 .5 M P a）

飽和蒸気

過熱蒸気

蒸 気 の 区 分

（ 蒸 気 機 関）

■蒸気標準流速表

項 目

輸 送 管

標準流速（ ｍ/ｓ ）

1 5 ～2 0

2 0 ～3 0

2 0 ～3 0

3 0 ～4 0

弁体・ 弁座 

R P -7 0 の 製 品 情 報 一 覧



東日本営業部

東 京 営 業 所  ☎0 3（ 3 7 5 9 ） 0 1 7 1

西関東営業所 ☎0 4 2（ 7 7 2 ） 8 5 3 1

東関東営業所 ☎0 4 3（ 2 4 2 ） 0 1 7 1

北関東営業所 ☎0 4 8（ 6 6 3 ） 8 1 4 1

関 越 営 業 所  ☎0 2 7（ 2 5 2 ） 4 2 4 8

新 潟 出 張 所  ☎0 2 5（ 2 8 2 ） 3 8 3 3

仙 台 営 業 所  ☎0 2 2（ 2 8 7 ） 6 2 1 1

盛 岡 営 業 所  ☎0 1 9（ 6 9 7 ） 7 6 5 1

札 幌 営 業 所  ☎0 1 1（ 8 7 5 ） 8 0 0 7

本社

〒1 4 6 -0 0 9 5

東京都大田区多摩川 2 -2 -1 3

TEL 0 3（ 3 7 5 9 ） 0 1 7 0

FAX  0 3（ 3 7 5 9 ） 1 4 1 4

h ttp ://w w w .v enn .co .jp

取付け・ 取扱い上の注意

●製品と 二次側配管は検出用導管を 接続し てく ださ い。

●製品の二次側には、 安全（ 逃し ）弁を 取り 付けてく ださ い。

●減圧弁二次側の装置の保護の為安全弁を 設置する 必要があり、 かつ

減圧弁二次側に制御弁が取り 付けら れる 場合は、 安全弁は制御弁と

装置の間に取り 付けてく ださ い。

●製品の一次側にはスト レ ーナ（ 網目： 国土交通省仕様は8 0 メ ッ シュ

以上。） を 取り 付けてく ださ い。

●運転を 止めら れない装置の場合、 製品の一次側から 二次側へのバイ

パス配管（ 止弁を 設置） を 設けてく ださ い。

●製品の一次側、 二次側には圧力計を 取り 付けてく ださ い。

●製品を 取り 付ける配管系にスチームト ラ ッ プを 取り 付けてく ださ い。

●検出用導管は接続する 配管と の間に玉形弁を 設け、 配管側へ下り 勾

配と なる よう に設置し てく ださ い。 また、 運転中は玉形弁を 全閉状

態と し ないでく ださ い。

●製品を 取り 付ける前に、 配管の洗浄を充分に行っ てく ださ い。

●配管接続に使用する シールテープ・ 液状シール剤など、 配管内に異

物が入ら ないよう 注意し てく ださ い。

●製品を 配管に接続する際には、 製品の流れ方向を 示す矢印と 蒸気の

流れ方向を 合わせ、 水平配管に垂直に取り 付けてく ださ い。

●電動弁等のコ ント ロール弁を 取り 付ける際は、減圧弁から 3 m 程度離

し て取り 付けてく ださ い。 コ ン ト ロール弁の開閉時間は7 秒以上が

推奨です。 また、急開閉動作のコ ント ロール弁（ 電磁弁、シリ ンダー

弁等） の場合は、 減圧弁一次側への設置を推奨し ます。

●凍結の恐れのある 場合は、 ド レ ン 抜き や保温などを し てく ださ い。

●製品には、 配管の荷重や無理な力・ 曲げ、 およ び振動がかから ない

よう 配管の固定や支持を し てく ださ い。

西日本営業部

大 阪 営 業 所  ☎0 6 （ 6 3 2 5 ） 1 5 0 1

岡 山 出 張 所  ☎0 8 6 （ 9 0 2 ） 3 0 6 0

名古屋営業所 ☎0 5 2 （ 4 1 1 ） 5 8 4 0

静 岡 出 張 所  ☎0 5 4 （ 2 7 5 ） 2 7 0 5

金 沢 営 業 所   ☎0 7 6 （ 2 6 1 ） 6 9 8 9

広 島 営 業 所  ☎0 8 2 （ 2 3 0 ） 4 5 1 1

福 岡 営 業 所  ☎0 9 2 （ 2 9 1 ） 2 9 2 9

沖 縄 出 張 所  ☎0 9 8 （ 8 6 0 ） 1 6 6 0

■配管例略図 

注　意

●用途にあっ た商品を お選びく ださ い。 不適切な用途で使われますと 事故の原因になるこ と があり ます。

●ご使用の前に取扱説明書をよく 読んで正し く ご使用く ださ い。 取扱いを 誤り ますと 故障や事故の原因になり ます。

●こ のカ タ ログの仕様、 構造などの記載内容は予告なし に変更するこ と があり ます。

スチームト ラ ッ プ

スト レ ーナ

スト レ ーナ

蒸気用減圧弁 RP-7 0 型

バイ パス管

スチームト ラ ッ プ

コント ロール弁

玉形弁

検出用導管

安全（ 逃し ）弁

蒸気使用装置・ 設備等

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

こ のカ タ ログの記載内容は 2 0 2 0 年 11 月現在のも のです。

2 0 .11.5 YA-SN

スト レ ーナ

安全(逃し )弁の吹出し 管は

安全な場所に導いてく ださ い。

http://www.venn.co.jp

